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令和元年１０月 東京地区百貨店売上高概況 

令和元年１１月２２日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        １，０４３億円余 

２．前年同月比     －１９.０％（３か月ぶりマイナス） 

３．店頭・非店頭    店頭－１９.１％(９１.５％)：非店頭－１８.６％(８.５％) 

     の増減                         （ ）内は店頭・非店頭の構成比 

４．調査対象百貨店   １２社 ２４店 （令和元年９月対比－１社１店） 

５．総店舗面積     ８３４,８２７㎡ （前年同月比：－０.５％） 

６．総従業員数     １７,２５０人  （前年同月比：－２.７％） 

７．３か月移動平均値  3-5 月 －０.６％、4-6 月 －１.２％、5-7 月 －１.９％、 

              6-8 月 －０.１％、7-9 月 ７.０％、8-10 月 １.５％ 

 

［参考］平成３０年１０月の売上高増減率は２.６％ 

 

【特 徴】 

(1) １０月の東京地区は、消費増税前の駆け込み需要の反動の他、台風１９号の影響が甚大

で多数の店舗が臨時休業や営業時間を短縮したことに加え、他地区に比べ構成比の高い

インバウンドも訪日客の減少や為替の影響を受け不調だったことから、入店客数（１０.５％

減／３か月ぶり）、売上高（１９.０％減／３か月ぶり）共に全国水準を下回る結果となった。 

(2) 一方、台風一過の中旬以降は、気温低下に伴って秋冬物の季節商品などに動きが見られ

たことや、各店が積極展開した地方物産展や人気催事、組織顧客への販促策などが集客

や売上に寄与し、業績は改善基調で推移した。 

(3) 商品別では主要５品目全てでマイナスとなった。雑貨（２５.８％減）と身のまわり品（２５.５％

減）は、高額品やラグジュアリーブランドを中心に増税の反動が大きかったが、下旬には

復調の兆しも見られた。クリスマスコフレ、メイクアイテム、スニーカー、レイングッ

ズなどは好調だった。 

(4) 衣料品（２２.８％減）は、前月伸長したコートなど防寒衣料の動きは鈍かったものの、下旬

からジャケット、セーター、秋物ニットも動いた他、カスタムメイド志向の高まりを背

景に、イージーオーダーが堅調だった店舗も見られた。 

(5) 細分類では、デザイン性の高い商品や外商販売が好調だった家電（１９.８％増）が二桁のプ

ラスとなった。また、食料品は軽減税率の適用と併せ、各社が打ち出した様々な食品関

連企画が奏功し、その他食料品（０.６％減）はほぼ前年並みであった。 

(6) １１月中間段階の商況は、５.９％減（11／18）で推移しており、徐々に回復基調にある。 

【要 因】 
(1) 営業日数増減    ３０.０日（前年同月比 －１.０日） 

(2) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１８店舗） 

     ①増加した：０店、②変化なし：２店、③減少した：１６店 

(3) １０月歳時記（秋物商戦、秋の行楽）の売上（同上／有効回答数１２店舗） 

   ①増加した：１店、②変化なし：３店、③減少した：８店 
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売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 104 ,398 ,125 100 .0 -19 .0 ( -19 .3 )

紳士服・洋品 9,632,774 9.2 -23.8 ( -23.8)

婦人服・洋品 19,243,562 18.4 -22.6 ( -22.6)

子供服・洋品 2,041,773 2.0 -16.3 ( -16.3)

その他衣料品 1,816,966 1.7 -26.3 ( -26.3)

衣　　料　　品 32 ,735 ,075 31 .4 -22 .8 ( -22 .8 )

身のまわり品 14 ,087 ,422 13 .5 -25 .5 ( -25 .6 )

化粧品 11,027,275 10.6 -20.8 ( -21.1)

美術・宝飾・貴金属 6,206,786 5.9 -31.9 ( -32.1)

その他雑貨 3,950,149 3.8 -28.2 ( -28.3)

雑　　　　　　貨 21 ,184 ,210 20 .3 -25 .8 ( -26 .0 )

家　　具 1,103,008 1.1 -25.1 ( -25.1)

家　　電 541,792 0.5 19.8 (　19.8)

その他家庭用品 2,505,303 2.4 -19.9 ( -19.9)

家　庭　　用　品 4 ,150 ,103 4 .0 -17 .9 ( -17 .9 )

生　鮮　食　品 3,972,559 3.8 -3.5 ( -3.5)

　菓　　子　 6,659,900 6.4 -6.9 ( -7.1)

　惣　　菜　 6,576,285 6.3 -4.0 ( -4.0)

その他食料品 8,305,163 8.0 -0.6 ( -0.6)

食　　　料　　　品 25 ,513 ,907 24 .4 -3 .6 ( -3 .7 )

食　堂　　喫　茶 2 ,422 ,846 2 .3 -10 .7 ( -11 .0 )

サ　ー　　ビ　ス 1 ,937 ,797 1 .9 -5 .8 ( -5 .8 )

そ　　の　　他 2 ,366 ,765 2 .3 -13 .9 ( -23 .6 )

　対前年増減(-)率 (%)

商  品  券 1,709,149 千円 -20.2 ( -20.2)

従  業  員  数 17,250 人 -2.7

店　舗  面  積 834,827 ㎡ -0.5

営  業  日  数 30.0  日 前年 31.0 日

東京地区百貨店　売上高速報 2019年10月

 

　対前年増減(-)率 (%)

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。

   本統計には消費税は含まれておりません。
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Ⅱ．商品別の動き  

 

   主要５品目は、本年１月以来９か月ぶりに全品目がマイナスとなった。また、その他の 

品目は、全国同様、家電が５か月連続のプラスとなったほかは、先月の駆け込み需要の 

反動で全てマイナスとなったが、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品は、一桁のマイ 

ナスとなった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１９.０ ―  ３か月ぶりマイナス 

紳士服・洋品 －２３.８ －２.３ ３か月ぶりマイナス 

婦人服・洋品 －２２.６ －４.４ ３か月ぶりマイナス 

子供服・洋品 －１６.３ －０.３ ４か月ぶりマイナス 

その他衣料品 －２６.３ －０.５ ３か月ぶりマイナス 

衣料品 －２２.８ －７.５ ３か月ぶりマイナス 

身のまわり品 －２５.５ －３.７ ３か月ぶりマイナス 

化粧品 －２０.８ －２.２ ３か月ぶりマイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －３１.９ －２.３ ９か月ぶりマイナス＊ 

その他雑貨 －２８.２ －１.２ ２か月ぶりマイナス＊ 

雑貨 －２５.８ －５.７ ９か月ぶりマイナス 

家具 －２５.１ －０.３ ２か月ぶりマイナス 

家電 １９.８ ０.１ ５か月連続プラス 

その他家庭用品 －１９.９ －０.５ ２か月ぶりマイナス 

家庭用品 －１７.９ －０.７ ４か月ぶりマイナス 

生鮮食品 －３.５ －０.１ １３か月連続マイナス＊ 

菓子 －６.９ －０.４ １４か月ぶりマイナス＊ 

惣菜 －４.０ －０.２ ８か月ぶりマイナス＊ 

その他食料品 －０.６ －０.０ ３か月ぶりマイナス＊ 

食料品 －３.６ －０.７ ４か月ぶりマイナス 

食堂喫茶 －１０.７ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

サービス －５.８ －０.１ ３か月ぶりマイナス 

その他 －１３.９ －０.３ ４か月連続マイナス 

商品券 －２０.２ －０.３ １３か月連続マイナス 

      （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・橘・長柴  まで 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

